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き
方
改
革
関
連
法
の
２
０
１

８
年
通
常
国
会
で
の
成
立
を

目
指
す
安
倍
政
権
は
、
裁
量

労
働
制
の
拡
大
を
見
送
る
方
針
だ
。

　
裁
量
労
働
制
と
は
、
実
際
の
労
働
時

間
と
関
係
な
く
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
た

「
み
な
し
労
働
時
間
」
に
基
づ
い
て
残

業
代
込
み
の
給
料
が
支
払
わ
れ
る
制
度

で
あ
る
。
対
象
は
経
営
の
企
画
・
立
案

や
専
門
性
の
高
い
業
務
等
に
限
ら
れ
て

お
り
、
深
夜
や
休
日
に
働
け
ば
、
割
増

賃
金
が
別
途
支
給
さ
れ
る
。
制
度
の
利

用
者
は
仕
事
の
進
め
方
や
時
間
配
分
を

主
体
的
に
決
め
ら
れ
る
た
め
、
意
欲
や

能
力
を
発
揮
し
や
す
く
な
る
。

　
裁
量
労
働
制
の
拡
大
に
対
し
て
は
、

過
重
労
働
や
過
労
死
の
増
加
な
ど
を
懸

念
す
る
声
が
聞
か
れ
る
。
現
制
度
は
そ

う
し
た
事
態
を
防
ぐ
た
め
、
企
業
に
は

健
康
・
福
祉
の
確
保
な
ど
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
が
不
十
分
な
ケ
ー
ス

が
現
実
に
は
多
い
。

　
も
っ
と
も
裁
量
労
働
制
の
議
論
が
今

後
、
求
め
ら
れ
て
い
く
の
は
確
実
だ
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
技
術
進
歩
に
よ
り
、

企
業
が
働
き
手
に
求
め
る
仕
事
は
マ
ニ

ュ
ア
ル
化
で
き
な
い
「
非
定
型
業
務
」

へ
シ
フ
ト
し
て
い
る
。
経
済
協
力
開
発

機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
加
盟
国
に
関
す

る
分
析
に
よ
る
と
、
一
般
的
な
事
務
員

や
工
場
労
働
者
、
機
械
の
操
縦
士
な
ど
、

技
能
や
給
与
水
準
が
中
程
度
の
仕
事
に

就
く
雇
用
者
の
割
合
は
、
15
年
ま
で
の

20
年
間
で
７
・
５
％
㌽
低
下
し
た
と
い

う
。
日
本
で
は
５
・
２
％
㌽
の
低
下
だ
。

　

中
程
度
の
技
能
を
使
う
「
定
型
業

務
」
は
Ｉ
Ｔ
化
や
機
械
化
で
縮
小
し
て

お
り
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
活
用
が

こ
の
流
れ
を
加
速
さ
せ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
て
非
定
型
業
務
は
、
新

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
企
画
・
開
発
、
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
、
調
査
研
究
、

対
外
的
な
交
渉
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
。
労
働
時
間

だ
け
で
は
成
果
を
測
る
こ
と
が
で
き
ず
、

課
題
に
対
し
て
「
答
え
」
を
出
す
創
造

力
が
求
め
ら
れ
る
。
労
働
時
間
と
成
果

を
結
び
付
け
る
一
般
的
な
働
き
方
に
は

な
じ
ま
な
い
業
務
に
つ
い
て
、
成
果
へ

の
責
任
が
重
く
な
る
代
わ
り
に
柔
軟
な

働
き
方
が
認
め
ら
れ
る
裁
量
労
働
制
を

普
及
・
拡
大
さ
せ
る
意
義
は
あ
る
。

  

非
定
型
業
務
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
付

加
価
値
は
大
き
い
。
働
き
方
を
正
し
く

変
え
て
い
け
ば
、
個
々
の
企
業
だ
け
で

な
く
、
経
済
全
体
の
成
長
力
が
高
ま
る
。

そ
れ
は
定
型
業
務
を
行
う
人
々
の
生
活

水
準
も
向
上
さ
せ
る
は
ず
だ
。

Data

「非定型業務」の拡大で
仕事の裁量が大きく
柔軟な働き方が重要に
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OECD「OCED Employment Outlook 2017」における1995年から2015年までの変化

OECD加盟国における、技能や給与水準が中程度
の仕事に就く雇用者の割合（過去20年間の変化）
CD加盟国における 技能や給や給与水準が中程度
▲7.5%㌽
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